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ミック・スカーレット（Mik Scarlet）さん

Not Dead Yet UK（まだ死んでない 英国）メンバー

＜キャプション＞連れ合いのダイアンさん（左）とミックさん（右）

＜リード＞日本では尊厳死法制化の動きが再浮上し、5月22日に尊厳死法制化に反対する会主催「「尊厳死」法制化を考える院内集会」が東京で開催され、児玉真美さんが海外の動向について講演を行いました。児玉さんのブログや著作で、英国では2009年に自殺幇助合法化の動き（「検死官および刑事司法改革法」の改正）があり、これを止めた要因の1つが障害当事者ジェーン・キャンベル上院議員[endnoteRef:1]の演説であることが紹介されています。今回、キャンベル議員が2006年に立ち上げたNot Dead Yet UK（まだ死んでないぞ　英国）のメンバーで、TVプレゼンターのミック・スカーレットさんにお話を聞きました。 [1:  Jane Campbell氏、キャス・ギャレスピー・セルズジェーン・キャンベル著『障害者自身が指導する 権利・平等と差別を学ぶ研修ガイド』著者の1人] 


日時：2014年2月28日、ロンドン、カムデンタウンのカフェにて
聞き手：DPI日本会議事務局　浜島恭子


浜島:今回、Not Dead Yet UK（まだ死んでないぞ 英国）のケビン（Kevin Fitzpatrick）さんから「日本で尊厳死法制化が考慮されていることを心配しています」とメールをいただき、ミックさんを紹介していただきました。
ミック：よろしく。ところで、私が知っている英国人の障害当事者マイケル・ ギラン・キットは日本に住んでいて、ブログがあります[endnoteRef:2]。彼の妻は日本人で（稲原美苗氏）、障害についての優れた学者です。 [2:  Michael Gillan Peckitt氏、ブログ
The Limping Philosopher（跛行の哲学者）
http://thelimpingphilosopher.wordpress.com/] 

浜島:ぜひブログを見てみます。ミックさんはどのようなきっかけでこの運動に参加されるようになったのですか？
ミック：何があったかっていうと、つまり、私はメディアで働いているので、あるとき自殺幇助合法化についての意見を求められて、テレビの討論番組に出たんだ。それを見たケビンがキャンペーンに参加しないかと連絡してきた。この、真っ赤な髪のクレイジー・ガイ（笑）にね。
この国には、障害者のなかで、幇助された死を求めている人たくさんいる。彼らはこういう風に言うだろうね。「将来、もうこれ以上適応できなくなったときに、死ぬための介助を受けられるかどうか知りたいんだ」と。でも、私の主張はこうだ。私たちは決して、「もう適応できない」という時点になることはないんだ。たとえインペアメント（機能障害）がどんなに悪かろうと、あるいは前にはできていたことが機能障害のためにできなくなろうと、自立して暮らすことはできるし、外に出かけて人生を楽しむことができる。Not Dead Yet UK（まだ死んでない　英国）の他のメンバーなどの経験から、私は知っているんだ。彼らは事実を提供することができるよ。

自分の体験から
私はいつも自分の経験を話すようにしている。私は生まれつき、珍しいタイプの癌に罹っていて、それがわかったとき医師は「あと４，５日の命だろう」「手術をしましょう」と言ったんだ。私の母は「手術なんてするべき？　このかわいそうな子をもっと苦しませるだけじゃないですか？」と反論した。でも医師は、「いや、この子にチャンスをあげよう」と、新種の化学療法を試した。その時「最長でもあと5年の命だろう」と言われた。で、5年は無事に過ぎ、15年後、私はフォローアップの治療を受けて、「さあ、これで完治したよ」と言われた。すごく幸せだったね。私に試しに行われた治療法はうまくいったんだ。私が生まれた1960年代には治癒不可能だったその病気は、薬のおかげで今では98％の治癒率になっている。
これが私の言っていることの１つだ。つまり、もし医師が「さあ、もうあなたは命にかかわる状態にあるのだから、これから私たちはあなたの命を終わらせるために手伝いますよ」と言っていたならどうなった？　まだ今でも、治療法のための研究をするべきだと主張しなければいけないんだ。なぜなら、命を終わらせるということはずっと安価な答えだからね。
15歳のときに、治療の副作用で脊椎に障害が出て、車いすユーザーになった。私は住んでいた街で、メインストリームの学校に行った最初の子どもの１人だった。車いすになったとき、既に私は障害児ではあったけれど、絶望したよ。私が育った環境では、車いすユーザーになることは、私のやりたい仕事はできないだろう、私の望む人生が送れないだろうということだと考えられていたからね。真剣に自殺を考えた。持ち物を整理して、両親が外出する時を待った。その機会が来たとき、「ちょっとまて、ママが帰ってきたら私の遺体を見つけるな」と考えた。それはしたくなかった。それから「俺はまだ髪も染めたことがない。ナイトクラブにも行ったことがない。セックスもしたことがない」と考え直したんだ。今だったら、逆の順番で考えるだろうけどね（笑）。
　それで１年後には大学入学資格試験のために高校に戻った。ホットバンドで演奏を初めて、最初のガールフレンドができた。5年後にはそのバンドは国中いたるところで演奏して有名になった。その後、私はテレビ番組の仕事を紹介された。その番組は「Beat That（そいつを打ち負かせ）」という名前で、アメリカのEMIを通じて世界中のテレビ局に売られた。私は有名になった。自殺を考えた10年後にね。もし15歳のときに「これがあなたの将来だよ」と誰かが言ったら、とても信じなかっただろうね。障害者になることは人生をあきらめることだと思い込んでいたんだ。だから、よいロールモデルを世界中に示すことがすごく大事なんだ。障害を持って生まれたとしても、あるいは中途で障害を負ったとしてもね。
ダイアン：社会の人たちは障害を怖がっているのです。障害者であることがどんなことなのかは、なってみなければわからないのに。「私の身に起こるかもしれない、もしそうなったら、望むような人生が送れないだろう、それは耐えられない」と思い込んで、感情的な判断をしてしまう。ミックが前に私に言ったのは「人生に何が起ころうと、病気になろうと自動車事故にあおうと恐れずに生きていける、思いやりがある、私はこれからもOKだと思える社会に住みたいんだ。でもその社会はまだ来ていないから、そういう社会になるように運動していくんだ」ということでした。

メディアの役割
ミック：多くの人は障害者を「かわいそうな人」とみなして、望むような人生を持てるなんて思っていない。私が歩けないという理由で悲劇だと思っているんだ。前に私が外に出ていて、知らない人から「あなたはとても勇気があるね」と声をかけられた。「ちょっと待って。私は有名なTVプレゼンターで、ほとんどの非障害者が夢に見るような生活を送っているんだよ」って言ってやりたい。
私がラッキーだったのは、子どものときにポップスターのイアン・デューリーを見たこと。彼は片足を引きずっていた。私が思ったのは「俺もびっこを引いている。彼はポップスターだ。俺もポップスターになれる！」（笑）。私にはヒーローがいた。最近ますますメディアに才能あるミュージシャン、ダンサー、いろんな障害のある人たちが登場して、力強いイメージを送っている。　
でもメディアは悲観的な話が好きなんだ。英国のメディアは自殺幇助合法化推進派だ。ここに車いすの男がいて、痛みに苦しんで打ちひしがれて、友達もいなくて、自殺したいからその助けをしてくれという話は好んで報道される。私のように不治の病と言われる状態で生まれた子は、死んだほうがましだと思われるだろう。私は幸い生きのびて、友人がたくさんいて、人生を楽しみ、朝目覚めた時には「今日も素晴らしい一日が待っているぞ」と思っていて、夢の女性と結婚しているのに。
私たちは税金を払っているんだから、より良い社会になるよう要求していかなきゃいけない。メディアで働く障害者はまだ数が少ない。だからメディアの人たちは障害者であることがどういうことかわからなくて、否定的に見ている。それが人々の障害観に影響する。社会が障害をネガティブに見ると、それが自殺幇助の合法化につながってくるんだ。

＜キャプション＞連れ合いのダイアンさん（左）とミックさん（右）


浜島:ありがとうございます。最後に、日本の人たちに向けて、メッセージをいただけませんか？

日本へのメッセージ
ミック：私たちは「まだ死んでない　英国」キャンペーンをして、自殺補助を法制化する現在の動きに反対しています。これは死期が近かったり重度の状態にあったりする人が死ぬのを医師が幇助するのを合法化するものです。なぜ私たちは運動しているのでしょう？
ダイアン：つまり私たちが集中すべきことは、人々が十分に幸せに、やりがいのある人生を生きることを支援するべきなのです。死ぬのを応援するのではなくて。
ミック：その通り。私自身障害当事者として、私や私のような人たちを取り巻く状況に大きな危惧を感じています。この国の70％以上の人たちが、病気があったり障害があったりすることは、死ぬことを助ける正当な理由になると考えているのですから。誰もと同じように平等に、生きて楽しむこと生きるのを応援するのではないのです。だから、私たちは記事を書いたり、テレビに出たりして活動しているのです。
ダイアン：この運動は「Not Dead Yet UK（まだ死んでない　英国）」と呼ばれています。
ミック：大きな動きはアメリカであります。これは、世界的な運動で、できれば１つのグループとして活動したいと思います。障害者になったり病気になったりすることは人生の終わりではなく、生き方を変えることだと人々に認識させるために。適切な支援があれば、なんでもできる。私たちはみなさんがやりたいことをできるように支援したいと思います。人々は、自分も障害を負うかもしれないと思って、私たちのことを怖がっているのです。忘れないで、障害者は１つの大きなクラブにいることを。みなさんも私たちのクラブに参加ください。新しい一章の始まりです。がんばって闘い続けよう！
浜島:どうもありがとうございました。
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